
応用編課題①【名前：    】 

800文字であらすじを作りましょう 

 

あらすじ（物語がどう始まり、どう展開し、どう終わるかを文章で書く） 

 恋人の楓を同じ事故で無くした大学生の修一。自分だけが生き残り、後悔で修一の胸は一

杯だった。 

 ある日、修一の前に亡くなったはずの楓が姿を現す。けれど楓は全ての記憶を失っていた。

それでも修一は楓を保護した。 

 楓がいるのはいいが、本人かどうかを確かめるために楓の妹の明美に楓を会わせる。そし

て本物だと分かり、修一は楓がいる日々を送る。 

 楓がいる日々が戻り、大学でも普段通りに過ごせるようになっていく。すると明美が付き

合っている恋人ともめていると相談を受け、そのことを楓にも相談してみる。楓に明美の記

憶はないが、他人のような気はしないと協力する。 

 楓の協力の元、明美の問題は解決。すると楓は明美の記憶を取り戻す。だが修一の記憶だ

けはまだ戻らなかった。 

 自分が原因なのかと思い、修一は事故を改めて調べ直すことに。その間、楓にどういう顔

をしていいのかが分からず、二人の間に距離が開く。 

 どんどん自分を追い詰めていく修一に、明美が姉はそんなことを望んではいないと言う。

楓の気持ちも考えず一人で突っ走ってしまったことを反省し、修一は楓に謝る。だがそれを

機に楓が姿を消してしまう。 

 後日、事故の真相で楓が自分を庇って亡くなったと分かる。楓は自分よりも修一という愛

する人を助けたかった。それが分かり修一は楓を探す。だが見つけた楓は姿が消えかかって

いた。 

 謝られた時に全てを思いだした楓だが、自分が消えていくところを見られたくなくて姿を

くらましていた。修一は楓に感謝と、自分はもう大丈夫だと話す。楓は安心して成仏した。 

 修一の大学に明美が入学してくる。修一の心には常に楓の姿があった。 

 

講評 

大事な人を失った悲しみをどう乗り越えていくか、エピソードやキャラクターの変化をし

っかり描くことで説得力のある物語になりそうです。 

・一行目の「同じ事故」というのが説明不足となっています。なにと同じ事故なのかわかる

ようにしましょう。 

・明美に関わったことで彼女の記憶が戻ったようですが、それなら父母や他の周囲の人たち

の記憶も戻そうと関わったりはしないでしょうか？ その方が修一のみ記憶が戻らないこ

とがより印象づきます。 



・また、明美はすんなりと楓の存在を受け入れたのでしょうか？ 修一以外にも見え、触れ

られるのなら死んだということがひっくり返ることになります。その辺りのフォローをど

うするのか考えておきたいです。 

・結局のところ、楓は幽霊だったんでしょうか？ 正体がわかるようにしましょう。 

・ラスト「修一の心には常に楓の姿があった。」とありますが、これでは物語を通じて修一

の成長や変化が見られないことになります。なにかしら前向きな変化を見せたいです。 

・変化を見せるために、キャラクターの追加を考えたいです。現状、新しい出会いがないた

め、修一に刺激や心境の変化を与えるのが難しくなっています。 



応用編課題②【名前：     】 

講評を元に、800文字であらすじを作り直しましょう 

 

あらすじ（物語がどう始まり、どう展開し、どう終わるかを文章で書く） 

恋人の楓をバイクの後ろにのせていた時、事故にあって楓を亡くした大学生の修一。自分だ

けが生き残り、修一は後悔をしながら大学生活もままならない状態になっていった。 

 ある日、修一の前に亡くなったはずの楓が姿を現す。けれど楓は全ての記憶を失い、かつ

楓と強い関りのない人間には見えない幽体だった。 

修一は楓を保護し、本人かどうかを確かめるために楓の妹の明美や両親に楓を会わせる。

本当の楓ではあるが、妹の明美は信じられず距離をとる。 

 楓の友人で修一の幼馴染でもある洋子はすんなりと楓の存在を信じる。妹との距離を何と

かしたいと言う相談を修一がすると、明美は付き合っている恋人ともめていて余裕がないの

かもしれないと分かる。楓に明美の記憶はないが、他人のような気はしないと解決に協力す

る。 

 楓の協力の元、明美の問題は解決。すると楓は明美の記憶や家族の記憶、更には洋子の記

憶を取り戻していく。だが修一の記憶だけはまだ戻らなかった。 

 事故で死なせた自分が原因だから思い出せないのかと、自分を追い詰めていく修一。明美

が姉はそんなことを望んではいないと言う。楓の気持ちも考えず一人で突っ走ってしまった

ことを反省し、修一は楓に謝る。だが楓が姿を消してしまう。 

 後日、洋子は楓が自分を庇って亡くなったと修一に教えにくる。失踪する前日、楓は洋子

に自分よりも修一という愛する人を助けたかったことを告白。けれどそれを思い出した時が

別れの合図になると。 

 謝られた時に全てを思いだした楓だが、自分が消えるのを見られたくなくて姿をくらまし

ていた。迷う修一に洋子は迎えにいけと背を押す。洋子もまた修一のことが好きだったが、

何より楓を思う修一を応援したくなった。 

修一は楓に感謝と、その分までしっかり生きると話す。楓は安心して成仏した。 

 修一は楓を安心させるために、再び大学へと通い始めるのだった。 

 

講評 

前回の講評を元にしっかり修正できています。キャラクターの心理についてもう少し深掘

りしましょう。 

・楓がこの世にとどまっているということは成仏していないことになります（実際ラスト

で成仏しますが）。 

それを良しと思わないキャラクターが 1人もいないことに違和感を覚えました。 

また、楓自身も死んでいるのに周りからここまで受け入れられていることに何も思わない



のでしょうか？ 

読者目線から見ると、彼らが箱庭にいるような感じがしました。 

・上記の中で妹の明美のみ信じられないと、ある意味一般的な考えを持っていますが、そ

れも原因は「恋人と揉めてそれどころではないから」というもの。姉が亡くなった→その

姉が出て来たのに恋人がそこまで優先されるものでしょうか？ 揉めている内容にもよる

と思うので、この辺りの筋を立ててほしいです。 

また、問題が解決したあとも明美はこのまま一般的な考え（楓がこの世にいることが信じ

られない）を持ち続けてもいいかと思います。そうでないと、誰も「楓が死んだ」という

現実と直面できていないからです。 

・または一般的な考えは洋子に持たせるのもアリです。前回の講評を参考に新キャラクタ

ーを出してくださいましたが、洋子の役割が明美から派生したものとそう変わらず、修一

の成長・変化にはあまり寄与しないためです。 



応用編課題③【名前：     】 

 

タイトル これは僕の後悔か 

想定する読者層 二十代前半、女性 

作品ジャンル 恋愛ジャンル 

応募したい賞 集英社オレンジ文庫 

 

世界設定 現代日本。幽霊や死者の噂が流行っている。 

主人公の属する集団

について 

森林などの研究を主体にしている大学 

 

キャラクター 性別／年齢 200 文字でそれぞれの行動を物語の結末まで書く 

主人公 

山本修一 

男／20 歳 恋人を事故で失い、その後悔に駆られている。幽霊の恋人と再会

するが、恋人の記憶はない。事故のことを言えずに過ごしていく

が、このままでいいのかと悩む。恋人の記憶が戻っていくも自分

との記憶は戻らず、更に悩む。けれど向き合うきっかけを貰い、

最後には己の後悔から前を向けるようになる。 

ヒロイン 

柊木 楓 

 

 

女／２１歳 事故で亡くなり、幽霊として現れる。最初は記憶がなくて戸惑う

ものの、皆の協力により記憶が戻っていく。だが恋人だという修

一の記憶が戻らずにいたが、思い出すときが別れの時だと話し

ていく内に気づく。自分が消えるところを見て貰いたくなくて

失踪するが、修一が追いかけて心残りを取り払ってもらってし

っかり成仏した。 

敵（主人公とヒロイン

が共に乗り越える障

害） 

柊木 明美 

女／１７歳 事故で亡くなった姉の楓をいつも思い、誰にもぶつけられない

思いを抱えていた。そのせいで修一にも少し当たりがきつくな

っている。だが幽霊の姉と再会した際、あまりの出来事に整理が

つかずに最初は距離をとる。けれど姉と和解し、姉の記憶が戻る

とやっと再会を喜べた。その後は修一の背を押し、姉にも心残り

がないように祈っていた。 

ライバル 

一橋 洋子 

 

 

女／２０歳 楓とは友人だった。そして密かに修一に思いを寄せていたが、自

分が引くべきだと思って二人の恋路を応援していた。その楓が

事故で亡くなり、どんどん廃れていく修一に何かできないかと

ずっと思っていたら、幽霊の楓と再会。友人として協力してい

き、かつ修一の元気も戻ってきたことで踏ん切りをつける。けれ

ど霊感のある洋子は楓が死んでいることを受け入れ、いつか来

る別れも何となく察していた。最後は楓の気持ちに寄り添い、修

一を送り出した。 

その他 

（      ） 

  



応用編課題③【名前：     】 

 

 

 

 

主人公はどんな困難に打ち勝ちどのように成長するか 

大切な人を亡くした悲しみで踏み止まっていた主人公が、悲しみだけではなかったことを思い出して

先を向いていく。 

 

主人公の属した集団は主人公の活躍によってどのように変化するか 

主人公が前を向きたいという姿勢に、己の止まっていた時間も動かす。 

 

 

ストーリー 

この物語が始まるまでにどんな物語があってこの物語が始まったか（200 文字） 

主人公とヒロインは大学で出会い、お互いの興味のあることが特技だったためによく遊ぶ仲に。 

主人公は元々誰かと共にいたいという訳ではなく、一匹狼気質があった。けれど自分の知らないこと

を知っているヒロインに惹かれていった。 

ヒロインは危険なことはしてはいけないという意識から、スリルというのを知らない。主人公がその

スリルに付き合ってくれることに惹かれていった。 

そして恋人なるわけだが、主人公がツーリングに誘ったことで恋人は亡くなる。 

 

ストーリー（800 文字） 

恋人の楓をバイクの後ろにのせていた時、事にあって楓を亡くした大学生の修一。自分だけが生き残

り、修一は後悔をしながら大学生活もままならない状態。 

 ある日、修一の前に亡くなったはずの楓が姿を現す。けれど楓は全ての記憶を失った幽霊となって

いた。 

修一は戸惑っている楓を保護し、楓の妹の明美や両親に楓を会わせる。けれど見えているのは明美

だけ。明美は信じられずに距離をとる。 

 楓の友人の洋子に会わせ、記憶を取り戻す術を相談。霊感のある洋子は楓に対して心残りがある人

がきっかけになると、妹の楓に対しての心残りを探ることを提案した。 

 楓が死ぬ前、明美は楓と受験のストレスで喧嘩をしていた。それを謝ることができないままの別れ

に後悔をしていた。 

 修一は楓がよく明美に何かできないかと考え、行動していたことを教える。それを知った明美はよ

うやく楓に謝ることができた。すると楓は記憶を取り戻していくが、修一の記憶だけは戻らなかった。 

 修一は喜ぶが、洋子に楓は死んでいてこのまま残り続けるのはよくないことなのだと現実を知る。

楓が成仏できないのは、亡くなった時に楓が修一に対して何か思いがあるからだと。 

 修一は事故で亡くなった楓が、生き残った自分に対して良くない感情を抱いたのかと落ち込む。だ

が明美に励まされ、修一は楓に事故当時のことや抱えていた思いを吐き出す。事故のことを謝られた

楓は、霊体の自分を受け入れてくれた礼だけを言う。その後、楓は失踪した。 



応用編課題③【名前：     】 

 

 後日、洋子は楓が失踪する前夜に、楓が事故当時に修一を庇って亡くなったことを話していたと教

える。 

 謝られた時に全てを思いだした楓だが、自分が消えるのを見られたくなかったから失踪した。迷う

修一に洋子は迎えにいけと背を押す。洋子も修一のことが好きだったが、楓を思う修一を応援したく

なった。 

修一は楓に感謝と、その分までしっかり生きると話して楓は成仏した。そして再び大学へと通い始

めるのだった。 

 

講評 

前回のプロットより、楓と明美の関係がスッキリとしました。後悔の内容も共感しやすいものになって

います。 

・幽霊や死者の噂が流行っているという設定があるので、主要キャラクター以外の幽霊も出してもいい

かと思います。楓との比較対象になり、物語の幅が広がります。 

・楓は消えるのを見られたくなかったようですが、理由を決めておきたいです。また、最終的には消える

（成仏する）のを修一に見られることになります。楓がお別れをきちんとしたいと思えるような心境の

変化を修一の行動によって表現したいです。 



応用編課題④キャラクターシート【名前：     】 

名前 山本 修一 作中ポジション 主人公 

 

外見（年齢、性別、国籍、種族、身長・体重、容姿、髪型、ファッションなど） 

２０歳・男・日本国籍 

１７６センチ・６８キロ 

短髪の黒髪。目は垂れ目気味。長身細身。 

黒色のパーカーをいつも着ている。ファッションセンスは皆無。 

 

内面（性格、ポリシー、人間性など） 

 突然思い切った行動に出る時もあるが、それが失敗すると悩みやすい。 

 自分が言われて嫌なことは絶対にしない。 

 他人に興味はないが、好きな人には一途。つまり分かりやすい。 

 

能力（なにが得意で、なにが苦手か。肉体面、精神面、社会面など） 

 バイクの運転が得意。けれど料理は苦手。 

 鍛えてはいるが、成功した試しはない。 

 友達は殆どいない。けれど特に気にしていない。 

 

経歴・目的（これまでなにがあったのか、これから何をしようとしているのか） 

 自分が起こした事故で、恋人を亡くした後悔を抱えている。 

 再会した恋人に、生前振り回してきたことを反省し、恋人のやりたいことをさせてやりたい。 

 事故以来、バイクには乗っていない。 

 

パーソナリティ（誕生日、血液型、家族構成、好き嫌い、座右の銘など） 

１１月９日・Ａ型 

母と父、もう成人した兄が一人いる。 

野菜が苦手。座右の銘は『成り行きにまかせる』 

 

口調（喋り方、口癖、自分や他者への呼び方） 

一人称：オレ 

二人称：お前 

三人称：お前ら 

語尾：って、感じ？ 

楓→楓 

明美→明美ちゃん 

洋子→ヨウ 

 

 



応用編課題④キャラクターシート【名前：     】 

名前 柊木 楓 作中ポジション ヒロイン 

 

外見（年齢、性別、国籍、種族、身長・体重、容姿、髪型、ファッションなど） 

２１歳・女 

日本国籍 

１６５センチ・４８キロ 

モデル体型。ブラウンのセミロング、スカート系統の服を着がち 

 

内面（性格、ポリシー、人間性など） 

 危ない橋は極力渡りたくないといった性格。けれど渡りたいという願望も捨てきれていない。 

 誰かのためにしたことは、いつか自分にもちゃんとかえってくると思っている。 

 お人よし。 

 

能力（なにが得意で、なにが苦手か。肉体面、精神面、社会面など） 

 料理が大得意。運動は皆無。 

 友達は多いほう。けれど親友と呼べる人は少ない。 

 

経歴・目的（これまでなにがあったのか、これから何をしようとしているのか） 

 恋人を守れて自分が死んだことに悔いはないが、そのせいで苦しんでいる恋人を置いて成仏はでき

ないと思っていた。 

 恋人が前を向けるようになってほしい。 

 

パーソナリティ（誕生日、血液型、家族構成、好き嫌い、座右の銘など） 

１２月１２日（Ｂ型） 

両親と妹の四人家族 

虫とホラー作品が苦手 

座右の銘『みんな違って、みんないい』 

 

口調（喋り方、口癖、自分や他者への呼び方） 

一人称：私 

二人称：あなた 

三人称：あなたたち 

語尾：かしら 

修一→いっちゃん 

明美→明美ちゃん 

洋子→ヨウちゃん 

 

 



応用編課題④キャラクターシート【名前：     】 

名前 柊木 明美 作中ポジション 楓のキーパーソン 

 

外見（年齢、性別、国籍、種族、身長・体重、容姿、髪型、ファッションなど） 

１７歳、女 

日本国籍 

１５４センチ・４８キロ 

細身だけど本人は気にしてる。ボーイッシュな服装が多い。緑のメッシュを入れている。 

 

内面（性格、ポリシー、人間性など） 

 思ったことはズバッと言っちゃう性格。傷つきやすい時もある。 

 周りに流されず、自分の芯を貫き通したい。 

 案外、人に好かれる性格でもある。 

 

能力（なにが得意で、なにが苦手か。肉体面、精神面、社会面など） 

パルクールが特技。料理もそこそこ。姉に負けない特技がほしかった。 

勉強は皆無。 

 

経歴・目的（これまでなにがあったのか、これから何をしようとしているのか） 

亡くなった姉のため、自分にできることはないかとずっと思っていた。けれど死後、姉が現れると逆

にまたいなくなった時の不安が怖くなり、冷たい態度をとった。 

姉と過ごせる時間を大切にしたい。 

 

パーソナリティ（誕生日、血液型、家族構成、好き嫌い、座右の銘など） 

２月８日（ＡＢ型） 

両親、姉の四人家族 

甘いものが好き。苦いものが嫌い。 

座右の銘『終わり良ければ総て良し』 

 

口調（喋り方、口癖、自分や他者への呼び方） 

一人称：あたし 

二人称：あんた 

三人称：あんたら 

語尾：ホント、マジで。 

修一→修一 

楓→おねえ 

洋子→ヨウさん 

 

 



応用編課題④キャラクターシート【名前：     】 

名前 一橋 洋子 作中ポジション ヒロインの良きライバル 

 

外見（年齢、性別、国籍、種族、身長・体重、容姿、髪型、ファッションなど） 

20 歳、女 

日本国籍 

１６３センチ・５１キロ 

黒髪。ポニーテール。白いシャツとジーパンといった着飾らないスタイル。 

 

内面（性格、ポリシー、人間性など） 

オカン気質があり、誰からも好かれやすい。包容力があるとか。 

決して他者を否定しない。 

 

能力（なにが得意で、なにが苦手か。肉体面、精神面、社会面など） 

絵が得意。運動は苦手。 

少し鍛えてもいて、こっそりバイクの免許も取ろうか考え中 

大学では絵で賞を取るほどの実力者 

霊感があり、見ることも話すこともできる。 

 

経歴・目的（これまでなにがあったのか、これから何をしようとしているのか） 

 絵で食べていきたいと思っていて、留学も視野にいれている。修一に片思いをしていて、死後に現

れた楓には、正直このまま記憶が戻らなければとも思っていた。だけど楓の一途さ、修一の思いの強

さに感化され、大人しく身を引いた。 

 

パーソナリティ（誕生日、血液型、家族構成、好き嫌い、座右の銘など） 

８月１３日（ＡＢ型） 

母子家庭。 

卵が好物。動物は少し苦手。 

座右の銘『天才とは１％のひらめきと、99％の努力である』 

 

口調（喋り方、口癖、自分や他者への呼び方） 

一人称：あたし 

二人称：君 

三人称：君ら 

語尾：いいんじゃない 

修一→シユウ 

楓→楓 

明美→明美ちゃん 

 

 



応用編課題④キャラクターシート【名前：     】 

講評 

・修一の「突然思い切った行動に出る時もある」設定は良いと思います。物語のエピソードにもっと生

かしたいです。楓の「危ない橋は極力渡りたくない」と正反対なのも好印象です。生前のままとはいか

ないでしょうが、二人の掛け合いがテンポよく描けそうですね。 

・5 人目のキャラクターがいないですが、それだけ物語の幅が狭いということでもあります。課題③の講

評でも書いたように、もう 1 人物語を動かすキャラクターがいると良いでしょう。 



応用編課題④世界設定シート【名前：     】 

世界の名前 日本 モチーフ 現代の日本 

 

世界全体の事情 

全体的な地形 

（「平面」など特別

な構造の有無も） 

2019 年の日本。主人公は埼玉方面の大学に通うため、山道が多い。 

現実との違い 

（魔法・怪物 

・超常現象など） 

特になし。 

有力な勢力 

（国家や宗教、企

業など） 

特になし。 

文明レベル 

（どんな技術や文

化があるか） 

都市伝説や噂が流行っている。ネットを見ても幽霊などの噂が絶えない。 

価値観 

（特徴的な考え方

や信仰はあるか） 

幽霊を信じるというよりかは、それが流行りだからと話題にする傾向がある。 

事件 

（なにか特別な出

来事はあったか） 

特になし。 

 

主な舞台の事情 名前（東京都森ノ市） 

場所・人口 

（地形や、周辺と

の関係なども） 

隣が埼玉県なため、緑が多い。川もある。 

人は学生が多い。学生寮が多いから。 

大型アドベンチャー施設とかはない。遊ぶなら都会に出る。 

その地域や場所だ

けの特別な事情 

（魔法、現象など） 

幽霊の目撃情報が多い。けれど噂ばかりで本当かどうかは定かではない。 

有力な勢力 

（内部勢力、有力

者など） 

特になし。 

事件 

（なにか特別な出

来事はあったか） 

大昔に自殺者が絶えなかった森がある。幽霊になった人は後悔、恨みなどを持っ

ている可能性が高いとか。 

 

 

 



応用編課題④世界設定シート【名前：     】 

講評 

幽霊の噂の根拠となりそうな「大昔に自殺者が絶えなかった森」という設定はとても良いです。学生が

多いことから根の葉もない噂も広がりやすいですね。普通の街とは少し違う特徴もあり、バランスも良

いです。 

学生は幽霊について軽く考えていることが多いかと思いますが、昔からこの土地に暮らしている人はど

うでしょうか。自殺者が絶えないのなら、縁起が悪いと思っているかもしれないですし、お寺がありそ

うな気もします。そのお寺の関係者が地元の有力者という設定もありそうです。今回の物語に直接関わ

りはないかもしれませんが、街の描写をする際にリアリティを表現できます。 



応用編課題⑤【名前：     】 

 

◆50シーンシート 

タイトル これは僕の後悔か 

 

番号 時間管理 そのシーンで起きること 各キャラクターの特別な行動や事情 

１ 

 

夕方 家でダラダラとして、学校に行っていない修一 明美→楓の仏壇に手を合わせている 

２ 

 

夜 コンビニに行くため外に出る修一 楓→幽霊として現れる 

明美→家で楓の思い出を振り返る 

３ 

 

過去（夜） 修一が楓と過ごした過去回想  

４ 

 

過去（深夜） ツーリングをしている。修一が前に乗り、楓が後ろに引っ付く。

若干楓は怖がっている。 

 

５ 

 

過去（深夜） 事故に遭う修一と楓。楓が倒れ、修一が声をかけている。  

６ 

 

過去（後日、

夜） 

亡くなった楓の葬式。愕然とする修一  

７ 

 

過去（葬式

後） 

大学に行かなくなり、家でダラダラと過ごす。 楓→幽霊になって、そのことを気にかけている 

８ 

 

夜（現在） コンビニへ向かう修一 楓→幽霊として現れ、その場を彷徨う 



９ 

 

夜（現在） 幽霊の楓と再会 

 

楓→修一と会う 

１０ 

 

夜 楓に記憶がなく、幽霊だと知る 楓→驚く修一が誰なのか分からない 

１１ 

 

夜（二日目） 明美に会わせるも、信じて貰えない。 楓→家族に会い、懐かしさだけを感じる 

明美→信じられず受け入れられない 

１２ 

 

夜（三日目） 洋子に相談。楓に対して強い思いがある人間にしか見えないこ

とが判明。 

楓→記憶を取り戻したい 

明美→気持ちが追い付いていない。 

洋子→楓との再会に喜ぶ 

１３ 

 

夜（三日目） 明美の強い思いを探ることに。 洋子→二人の会話を見て、微笑ましくなる半面、

羨ましくも見える 

１４ 

 

昼（四日目） 明美の思いを探る前に、修一は楓をつれて散歩に。思い出も語

る。 

楓→思い出の自分が幸せそうだなと感じる 

１５ 

 

昼（四日目） 明美の高校を見にいく。丁度、楓が生きていたころは受験期だ

ったと気づく。 

明美→楓のことでもやもやしている 

１６ 

 

夜（五日目） 修一は明美と話す。喧嘩のことを訊く。 楓→不安 

 

１７ 

 

夜（七日目） 楓が当時、明美をとても応援していたと知る。そして楓が記憶

を取り戻す 

明美→姉との再会をようやく喜べる 

１８ 

 

夜（八日目） 楓が身近な人の記憶を思い出していく。  

１９ 

 

深夜（八日

目） 

けれど修一の記憶だけが戻らないと分かる。  



２０ 

 

深夜（八日

目） 

楓が幸せな方を取りたくて、自分の記憶は後回しで良いと思っ

ている修一。 

楓→修一を思い出したい 

明美→修一の記憶が戻らないことが気にかかる 

２１ 

 

昼（十二日

目） 

楓と過ごすが、洋子にこのままでは駄目だと現実を見ること

に。 

不安になるが、明美に励まされて向き合う覚悟を決める。 

楓→自分が修一に何かしたのかと気にする 

２２ 

 

夜（十二日

目） 

明美が修一の元へ。修一は事故のことを話す。  

２３ 

 

夜（十二日

目） 

姉は誰かのせいにする人ではないと、胸を張って答える明美。 

それに背を押され、楓と少し向き合う決意をする。 

 

２４ 

 

夜（十三日

目） 

楓を呼ぶ修一。楓もまた只ならぬ雰囲気に向き合う。  

２５ 

 

夜（十三日

目） 

事故のこと、その後悔を抱えていることを話す修一。事故を起

こしたことを謝った。 

楓→徐々に修一の記憶を思い出す。 

２６ 

 

夜（十三日

目） 

両者納得。楓は修一に誰のせいでもなく、本当に事故だったん

だよと言い聞かせた。 

楓→思い出すと同時に、自分がこの世に留まれる

のは自分が記憶を全て思い出すまでだと思い出

す。 

２７ 

 

朝（十四日

目） 

朝、起きると楓の姿がない。 楓→一人でどこに行こうか彷徨っている。 

２８ 

 

昼（十四日

目） 

楓を探す修一。  

２９ 

 

昼（十四日

目） 

明美に所在を聞く。けれど分からないとなり、成仏してしまっ

たのかと思う。 

明美→姉はきっと何か理由があると思っている。 

    



３０ 

 

夕方（十四

日目） 

洋子に会う。  

３１ 

 

夕方（十四

日目） 

楓が全てを思い出したと洋子から聞く。 

事故は楓が修一を庇ったが、それを言うとまた自分のせいだと

修一が思ってしまうと思い、言えずに洋子に相談していた。 

 

３２ 

 

夕方（十四

日目） 

自分が消えるところを見られたくないと、楓はひっそりと成仏

するつもりだった。 

洋子に楓を追いかけろと言われ、修一は飛び出していく。 

 

３３ 

 

洋子の過去 修一を好いたきっかけになった過去を思い出す洋子 修一→楓が行きそうな場所を探す。 

３４ 

 

洋子の過去 修一が楓を好きになったと分かり、応援するほうを選んだ自

分。楓とは友人だったために、自分が引く方がいいと思った。 

 

３５ 

 

現在・夕方

（ 十 四 日

目） 

思えば恋心から逃げてしまった自分を自覚し、洋子は二人を応

援することに。そこに悔いはなかった。 

 

３６ 

 

夜（十四日

目） 

楓を探す修一だが、どこにもいない。 

そして事故を起こした日に行こうとしていた場所を思い出す。 

楓→事故の日に行きたかった場所へ行く。 

 

３７ 

 

夜（十四日

目） 

海で楓を見つける修一。来てくれたことに驚く楓。  

３８ 

 

夜（十四日

目） 

思い出話に花を咲かせる二人。  

３９ 

 

夜（十四日

目） 

楓が事故当時のことを語ろうとするが、全て聞いたと教える修

一。 

 



４０ 

 

夜（十四日

目） 

楓をもう心配させない、自分は大丈夫だと修一は応える。  

４１ 

 

夜（十四日

目） 

楓は涙を流して安心する。そして二人は最後まで海で遊ぶ。  

４２ 

 

深夜（十五

日目） 

楓が成仏し、一人で泣く修一。 明美→仏壇で何かを察する 

４３ 

 

明け方（十

五日目） 

洋子の元へ行き、成仏した旨を伝える修一。洋子はただ笑う。  

４４ 

 

朝（十五日

目） 

明美の元へ行き、仏壇に手を合わせる修一。明美は修一にバイ

クのことを教えて欲しいと頼む。 

 

４５ 

 

朝（十七日

目） 

家で朝の支度をしている修一。  

４６ 

 

朝（十七日

目） 

大学へと向かう修一。  

４７ 

 

   

４８ 

 

   

４９ 

 

   

５０ 

 

   

 

 



 

講評 

それぞれのシーンでキャラクターの考えや心境が書かれているのでわかりやすくなっています。 

・冒頭、コンビニへ行って幽霊の楓と出会う→回想→またコンビニへ行く最中に出会う 

とシーンの繰り返しになってしまっています。コンビニへ行くだけではシーンに動きがないのも気になります。初めのシーンはもう少しドラ

マチックなシチュエーションを考えてもいいでしょう。 

また、一度別れる必要性を感じませんでした。9,10は 2に入れ込みましょう。 

・17 のあとに修一と楓のエピソードを入れてもいいです。現状、記憶がない楓が修一のことをどう思っているのか、記憶はないけれど惹か

れていく様を描けるとクライマックスが盛り上がります。 
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